
 

２．７ 便所・洗面所 
 

 

◆設計の考え方◆ 
 

・高齢者・障害者等の社会参加を促進する上で、様々な身体機能上の制約を受ける人が利用可能

な多機能便房を備えた便所の設置が必要である。 

・様々な利用者に配慮した多機能便房を設置することが求められると同時に、多機能便房以外の

便所・洗面所においても、高齢者・障害者等が使用可能な整備を行うことが求められる。 

・多機能便房は、高齢者・障害者等が認識しやすい位置に設け、車いす回転スペース、手すり、

オストメイト用の汚物流しや水栓、オムツ交換シート等を設置して利用者のニーズに対応する

ことが求められる。 

・障害のある人が便所を利用する際には、便座への移乗の仕方ひとつとっても様々である。１つ

の多機能便房において全ての利用者に対応することが難しい場合は、１つの建築物内に様々な

利用者を想定した多機能便房を分散するといった工夫も求められる。 

・高齢者・障害者等が容易に認識できるよう位置を表示すること、及び便所のレイアウトや機能

に関する情報を表示することが求められる。 

・便所への経路は、高齢者・障害者等が円滑に到達できるよう配慮する。建築物の用途によって

は、同時に多数の車いす使用者が利用する場合もあるため、多機能便房や車いす使用者が利用

できる便房を複数設ける必要がある。 

 

 
 

 

フラッシュバルブ（FL+85cm程度）

●多機能便房 

L型手すり（便座高さ+25cm程度）

緊急通報ボタン（FL+100cm程度）

ペーパーホルダー（FL+85cm程度） 

緊急通報ボタン（FL+30cm程度） 
鏡 

洗面器 

※車いすが正面からアクセスする時 

にぶつからない配置（寸法）が必要 

車いすが回転できる空間（径150cm） 

が望ましい 

引き戸 

（可能であれば自動式） 

引き残し 

表示

握りやすい引き手 

（点字表示） 

手すり200cm程度
袖壁があると戸の開閉が利用 

しやすい 

便器の先端から縦

手すりは25cm程度

壁掛け式床置き

又は壁掛け便器

手すり間隔

70～75cm程度

可動手すり 
（水平又は跳ね上げ） 

便器先端と同程度 

折りたたみ乳幼 

児用ベッド 

●改善例 

和風便器 

・一般便所で和風便器の場合 

改善前 改善後
L型手すり

外開き戸

腰掛け便器

・和風便器を腰掛け便器に改善する 

・内開き戸を外開き戸に改善し緊急時の対応をはかる 

・便座からの立ち座りを補助する手すりを設置する 


